










versteinの絵本The Giving Tree (６名が選択）、英
語テキストの古典とも言えるPolite Fictions（５
名が選択）、William Wordsworthの詩 'I Wan-
dered Lonely as a Cloud' （１名）、Charles Chaplin




　審査の結果は第１位が 'How Far Can English
Go?' を暗唱した現代中国学部３年（当時、以下同
様）松本修治（敬称略、以下同様）、第２位が同点
で 'Doctors Without Borders Wins Nobel Peace
Prize' を暗唱した法学部１年吉田あかり、'If We
Hold on Together' を歌った法学部３年川内まり



























    Im Mittelpunkt der modemen europäischen
und amerikanischen Geschichte steht das Be-
mühen, sich von den politischen, wirtschaftli-














































































　　　　　   題は「難忘的旋律」
　　第２位　渡部　玲子　（現代中国学部　３年）











































































   今年夏は厚底というサンダルを履いていました。
この種類のサンダルは特に底が高いですが、大体
十四、五センチぐらい高さです。もしこんなサン
ダルを履いたら、歩く時はとても不便だと思いま
す。ちょっと気をつかなかったら転びやすい、と
ても危険だと思います。でも若い人には人気があ
ります。しかし私にはどう考えたって理解できな
いです。日本の若者達はなんで自分国の伝統の服
装を捨てて、別の国の若者のお洒落を真似するの
でしょうか。こんなお洒落は私は嫌いです。日本
の若者達はもっと自然なお洒落をしたほうがいい
と思います。
第二位　　　日本人のコミュニケーション
　　　　　　　現代中国学部2年　曹　榮子
　本当に日本人は中国や韓国の人より自分の意志
を伝えるのが下手だと思う。元々、日本語自体が
そうなのは分かるけど、外国人にとってそれを理
解するのはなかなか難しい。
　例えば、「今度遊びに来てください」といわれて
本当に行ったら迷惑だと思われる。このことにつ
いて日本人の友達と話し合った事がある。彼らは、
それは全然おかしくないはない話だと言った。彼
らが言うには、日本人には本音と建前があると言
う。あんまり仲良くない友達でも久しぶりに会っ
たとき挨拶として「今度遊ぼうね」とか「今度飲
もう」などの言葉を言うと言った。私は最初、「今
度遊びに来てください」と言うのが挨拶言葉であ
る事を知らなかった。もちろん韓国人にも本音と
建前がある。しかし日本人のように激しくはない。
だから日本人に近づくのは難しい。
　私が大学に入って初めての頃だった。みんな新
しい友達を作ろうと必死だった。私も同じだった。
最初初対面のときは電話番号を教えたり教えられ
たりして、その他にもお互いいろんなことを聞い
たりとてもいい感じだった。しかしそれはそれほ
ど長くは続かなかった。授業が異なるためかだん
だんお互い話さなくなり挨拶程度の関係になって
最後には挨拶もしなくなる程度になった。最初は
そう言う関係がいやなので自分から積極的になっ
て会う度に嬉しく話し掛けたりしたがあんまりに
も反応がなかったので私もそう言う努力をしなく
なった。会ったら目をそらしたり他の人と話した
りしてお互いを避けていた。何が原因なのかは分
からない。喧嘩をしたわけでもない。.私はこのこ
とを私に問題があるか、または外国人に対しての
抵抗感だと思った。しかし日本人の朋たちに聞い
てみるとそうでもなかった。自分たちも最初は仲
良くてもあんまり会わなくなったら私と同じような
段階を踏んで最後にはお互い無視するようにな
ると言った。もちろんそれには個人差があると思
う。しかし韓国ではこんな経験がなかったので不
思議だと思った。
　韓国人と中国人はノリがいいと言われている。
しかし日本人も負けてはいないと思う。ただ違う
のは、日本人は飲む時だけ盛り上がると言うこと
である。飲むときは、誰が見てもみんなとても仲
良し友達に見える。しかしその次の日になるとみ
んな前と同じく何もなかったようなふりをする。
これについては、最初本当に抵抗感が強かった。
韓国では飲んでみんなでそこまで盛り上がったり
仲良くなったりしたら親友までとはいかないけれ
ど決して日本のように知らないふりはしない。
　何が本音なのか分からない。結局、私も知らな
いうちに日本人との見えない境界線が生じてしま
う。今はすっかり慣れてしまった。時々こう言う
ことに慣れてしまった自分にびっくりする。韓国
に戻ってもこうだったらどうしようかと思う。人
としての「情」と言うのがなくなるような気がす
る。
　私は「せっかく日本に米たので日本人の友達
がいっぱいほしい」と考えていた。しかし今は、「ど
うでもいい」と言う考えのほうが強い。私も今ま
で努力はしたのだがその努力はその時だけだった。
だから今はあきらめるようになった。もちろんこ
れは日本にいる限りである。これは日本の民族性
だと思うので、これを変えることは、なかなかで
きないと思う。しかし、外国人ともっと良いコミュ
ニケーションをしたければ、この民族性は変えた
ほうが良いだろう。少なくとも若者たちは自分の
考えていることと言うことが一致するべきである。
これが定着したら私のように「日本人の友達なん
てどうでもいい」と考え始める外国人は出なくな
るでしょう。
